
Oリングの使用方法  

Oリングみぞの設計  

ツブシシロ 
　運動用にＯリングを使用する場合のツブシシロは、密封効果、しゅう動抵抗、圧縮永久歪などに大
きく影響しますので、必要最小限におさえなければなりません。運動用でとくにスピードの速い場合、
潤滑条件が悪い場合などには、ツブシシロを一般の運動用Ｏリングよりさらに小さ目にして下さい。 
固定用の使用方法には第3図のような径方向に圧縮する円筒面固定用と、第4図のような径方向と
直角方向に圧縮する平面（フランジ）固定用とに分けられます。円筒面固定用に使用する場合、一
般に運動用Ｏリングは同様なツブシシロをとります。平面固定用の場合はボルトの伸び、フランジ面
の歪によるツブシシロの減少を考慮して運動用、円筒面固定用よりツブシシロを大きくする必要があ
ります。第5図に用途別のＯリングのツブシシロを示します。 

第 1 図　円筒面固定用  

第 2 図　平面固定用  

第 3 図 



B-g.Oリングの設計基準  

（1）Oリングと溝寸法の設定基準  

右表は一般的な設定値を示してい

ます 

（2）太さの選定  

　右グラフはOリング太さと圧縮歪の関係を示

します。このように圧縮率を一定にした場合

は、太さの太い方が圧縮永久歪が小さくなり

ますので、太い太さのOリングをお使いになる

方が、安定した密封性を得ることができます。 

特に運動用に使用する場合には、太さの太い

ものの方が、ねじれ防止に効果があります。 

（3）溝部の表面粗さ  

Oリングに接触する部分の表面粗さを示しています 


